
船を造るのは、ドライドックではなく陸上の船台でつくられます。

一方で船の船底には、1年もすると多くの藻や貝殻が付着し、その結果船の速力は

遅くなります。少しでも速く走れるように、船をドライドックに入れて、船底を掃除する
必要があります。

また、推進器等が故障したときには同様にドライドックに入れて修理をする必要があ
ります。

この様にドライドックは船を最良の状態に維持する上に不可欠な存在なのです。

修理基盤としてのドライドック

艦がドライドックに入ること
を入渠といいますが、入渠
するときはドライドックは海
水で満たされます。艦が入
渠した後門を閉めて海水
をポンプで排水します。船
は盤木（枕木のようなも
の）に着底し、まさにドライ
になるわけです。



明治２２年ごろの横須賀造船所(１号⇒３号⇒２号ドック）

１号２号

３号



今も現役で活躍する１号～６号ドック

１号

２号３号

４号

５号

６号 横須賀造船所時代
１号：明治４年（１８７１）
３号：明治７年（１８７４）
２号：明治１７年（１８８４）

日清戦争明治２７年

注：大型の２号が３号の後に造
られる

横須賀海軍工廠時代
４号：明治３８年（１９０５）

日露戦争直後
５号：大正５年（１９１６）

第一次世界大戦中
長門・陸奥用

６号：昭和１５年（１９４０）
大和型（信濃）用



明治11年には艦の修理に潜水服が使用されていた。
今の潜水服の原型と変わりがない。
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